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リグロス®（FGF-2）応用の可能性
～硬組織再生から次のステージへ～
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現地開催のみ

本セミナーは現地開催です。
事前参加登録が必要となります。
※定員に達し次第募集を終了いたします。
https://jacp41.jp/registration/regist.php
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リグロス®（FGF-2）応用の可能性
～硬組織再生から次のステージへ～

　今日、様々な歯周組織再生における手技、フラップデザイン等が報告されているが集約され
つつある。 一方、多くの歯周組織再生材（剤）料が存在するなかでどの手技とどの材料の組み合
わせがいいのか、明確な答えは出ていないのが現状である。
　我々は、今まで再生が困難とされていた根分岐部病変（Ⅲ度）などに対してリグロス®と結合
組織を併用し再生療法を行ってきた。これによりHopelessな歯の温存が可能となり、症例を
積み重ねることである程度の知見が得られた。
　また、リグロス®の主成分であるFGF-2は、塩基性線維芽細胞増殖因子であるため、その特性
を生かした臨床応用を行い新たな可能性を探っている。
　本講演では我々の経験、データをもとに現在考えられるテクニック、リグロス®の応用につい
て供覧させていただき皆様と今後の可能性について議論したい。
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